
療
拠
点
病
院
で
あ
る
足
助
病
院
は
、
こ
の
地
に
病
床

を
持
つ
医
療
機
関
と
し
て
存
在
し
続
け
る
こ
と
が
使

命
で
あ
り
、
私
自
身
は
一
医
師
と
し
て
、
経
営
・
管

理
を
担
う
病
院
長
と
し
て
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

小
医
・
中
医
・
大
医
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
中
の
小

～
中
を
司
る
立
場
の
院
長
就
任
以
来
、
令
和
元
年
か

ら
展
開
し
て
い
る
、
足
助
病
院
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
記
し
ま
す
。

【
足
助
病
院
概
要
】

　

当
院
は
昭
和
25
年
開
設
、
病
床
数
１
４
８
床
（
一

般
74
床
、
地
域
包
括
74
床
）、
療
養
床
数
42
床
（
介

護
医
療
院
）。
内
科
、
総
合
診
療
科
、
脳
神
経
内
科
、

小
児
科
、
整
形
外
科
、
脳
神
経
外
科
、
皮
膚
科
、
泌

尿
器
科
、
婦
人
科
、
眼
科
、
耳
鼻
咽
喉
科
、
放
射
線
科
、

麻
酔
科
、
外
科
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
を
持
つ
、

【
は
じ
め
に
】

　

時
代
は
Ｖ
Ｕ
Ｃ
Ａ
（Volatility

、Uncertainty

、

Com
plexity

、A
m

biguity

）
で
予
測
困
難
な
様

相
を
呈
し
、
医
療
界
に
お
い
て
も
医
師
の
働
き
方
改

革
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
医
療
従
事
者
の
労
働
者

と
し
て
の
立
場
が
確
立
さ
れ
て
き
た
反
面
、
人
件
費

高
騰
に
拍
車
を
か
け
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
す
。
さ

ら
に
は
コ
ロ
ナ
禍
３
年
間
の
影
響
も
あ
り
、
働
き
方

へ
の
考
え
方
が
変
化
し
た
こ
と
や
若
者
世
代
の
人
生

観
も
相
ま
っ
て
、
リ
ク
ル
ー
ト
に
も
変
化
が
出
て
き
て

い
ま
す
。
ま
た
、
物
価
・
人
件
費
・
材
料
費
・
維
持

費
の
高
騰
に
診
療
報
酬
の
上
昇
が
追
い
付
か
ず
、
都

会
の
大
規
模
病
院
で
す
ら
運
営
が
厳
し
い
時
代
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
医
療
環
境
の
下
で
、
西
三
河
北
部
医

療
圏
の
１
９
０
床
の
ケ
ア
ミ
ッ
ク
ス
型
の
へ
き
地
医

～
至
極
の
病
院
を
目
指
し
て
～

足
助
病
院
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
想
い

Ｊ
Ａ
愛
知
厚
生
連　
足
助
病
院　
病
院
長 　

小
林  

真
哉

第
二
次
救
急
医
療
病
院
群
輪
番
制
病
院
、
へ
き
地
医

療
拠
点
病
院
、
臨
床
研
修
指
定
病
院
で
す
。
足
助
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
居
宅
介
護
支
援
事
務
所
を

併
設
し
、
医
療
・
福
祉
・
介
護
を
シ
ー
ム
レ
ス
に
繋

ぐ
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

外
観
は
一
見
す
れ
ば
忘
れ
な
い
特
徴
の
あ
る
〝
至

極
色
〟（
最
も
雅
な
色
）
を
装
っ
て
い
ま
す
。

【
病
院
運
営
に
お
け
る
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
は
】

　

組
織
運
営
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
事
象
に
も
外

向
き
と
内
向
き
の
ベ
ク
ト
ル
が
あ
り
、
そ
し
て
、
そ

れ
が
両
輪
と
な
り
働
い
て
初
め
て
さ
ま
ざ
ま
な
化
学

反
応
が
起
こ
り
、
組
織
は
活
性
化
し
ま
す
。
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
展
開
も
同
様
で
、
イ
ン
ナ
ー
・
ア
ウ
タ
ー

両
方
向
へ
の
観
点
が
大
切
で
す
。
組
織
活
性
化
の
指

標
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
私
自
身
は
簡
単
に
表
現
す
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る
と
「
人
が
興
味
を
持
ち
人
が
集
う
組
織

に
な
る
こ
と
」
だ
と
想
っ
て
い
ま
す
。
い

か
に
志
を
同
じ
に
す
る
人
の
集
団
へ
と
成

長
さ
せ
る
か
・
同
じ
想
い
の
新
た
な
人
を

集
め
る
か
が
大
切
で
す
。
進
化
・
成
長
す

る
既
存
の
職
員
と
新
た
な
人
員
の
加
入
の

好
循
環
が
病
院
運
営
を
支
え
、
院
内
外
の

多
職
種
・
異
業
種
連
携
交
流
を
通
し
て

個
々
が
自
己
客
観
化
し
て
成
長
す
る
こ
と

で
自
ら
を
高
め
た
〝
人
材
〟
が
集
ま
り
、

組
織
が
〝
人
財
〟
と
し
て
扱
い
、
共
に
醸

成
し
て
い
き
ま
す
。
人
は
皆
、
温
か
い
医

療
人
の
棲
む
病
院
を
受
診
し
た
い
も
の
な

の
で
、
地
域
住
民
・
職
員
の
誇
り
と
な
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ホ
ス
ピ
タ
ル
へ
歩
み
を

進
め
る
広
報
活
動
の
一
つ
一
つ
が
、
経
営

へ
の
貢
献
（
患
者
数
増
等
）、
円
滑
な
職

員
リ
ク
ル
ー
ト
に
結
び
つ
く
道
標
に
な
る

も
の
と
思
い
ま
す
。

【
な
ぜ
足
助
病
院
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展
開
す
る
の
か
】

　

ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
が
充
足
し
て
お
ら

【略歴】
1992年　名古屋市立大学医学部卒業
1992年　名古屋市立大学第1内科入局、名古屋市立大学病院
　　　　  にて研修医
1993年　尾西市民病院内科
1995年　岐阜県立多治見病院消化器内科
2000年　大学帰局後、消化器代謝内科学、分子遺伝学教室
2004年　JA愛知厚生連　足助病院内科
2019年　JA愛知厚生連　足助病院病院長

【その他役員等】
平成28年 4月　名古屋市立大学　臨床教授
令和 5年 4月　日本農村医学会　常任理事
平成30年 3月　気象予報士資格取得
平成30年12月　防災士資格取得

【自己紹介】
パラレルキャリアーの気象予報士・防災士ライセンスを生か
し、〝足助病院ブランディングプロジェクト〟と称する、さま
ざまな病院広報活動を行っています。また、趣味のSAX演奏で
は〝音活で温活〟でさまざまな地域貢献活動を行っています。

足助病院ならではのスモールスケールを活かした戦略的広報

Newspaper
Magazine
旬の話題を
普遍の話題に載せて
『anan』… 
各種商業誌・業界誌他

Homepage
Social Media
リアルタイムな情報発信
コラム“結の扉”1500編の継続性
X/Instagram/YouTube発信 

Television
職員の生の姿を映し出す
ひまわりTV
NHK『クローズアップ現代』
BSフジ 赤ひげドキュメンタリー

Movie
足助の風度を醸し出す
『光る校庭』
私をラリーに連れて行って

Web magazine
真の姿を真摯に伝える
メディカルノート 他

Music
地域の方々と楽しむ
音活で温活
地域公演会
病院祭
あすけお元（天）気放談

Newspaper
Magazine
旬の話題を
普遍の話題に載せて
『anan』… 
各種商業誌・業界誌他

Homepage
Social Media
リアルタイムな情報発信
コラム“結の扉”1500編の継続性
X/Instagram/YouTube発信 

Television
職員の生の姿を映し出す
ひまわりTV
NHK『クローズアップ現代』
BSフジ 赤ひげドキュメンタリー

Movie
足助の風度を醸し出す
『光る校庭』
私をラリーに連れて行って

Web magazine
真の姿を真摯に伝える
メディカルノート 他

Music
地域の方々と楽しむ
音活で温活
地域公演会
病院祭
あすけお元（天）気放談

足助病院  小林真哉  病院長

防災シェルター内にてSAXと共に
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ず
、
病
院
経
営
が
厳
し
さ
を
増
し
、
少
子
高
齢
化
が

進
行
す
る
地
方
・
へ
き
地
の
病
院
で
は
、
よ
り
地
域

の
ニ
ー
ズ
や
身
の
丈
に
合
っ
た
医
療
サ
ー
ビ
ス
提
供

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
足
助
病
院
の
願
い
は
、〝
少
し

で
も
多
く
の
人
に
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
想

い
〟
な
の
で
、
外
向
き
に
重
き
を
置
い
て
い
る
と
思

わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
決
し
て
そ
れ
だ
け
で

は
な
く
、
内
向
き
へ
の
浸
透
に
も
軸
足
を
置
い
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
職
員
を
挙
げ
て
さ
ま
ざ
ま
な
事

案
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
み
、
成
功
体
験
を
共

有
し
、
前
に
横
た
わ
り
立
ち
は
だ
か
る
多
く
の
障
壁

を
乗
り
越
え
て
得
た
体
験
・
感
動
・
達
成
感
が
、
組

織
・
人
生
に
お
い
て
プ
ラ
イ
ス
レ
ス
な
価
値
と
な
り
、

人
を
成
長
さ
せ
ま
す
。

　

１
９
０
床
の
へ
き
地
医
療
拠
点
病
院
が
「
誇
り
を

も
っ
て
語
れ
る
ア
イ
テ
ム
に
な
る
こ
と
」
を
目
指
し
、

空
中
展
開
と
我
々
の
神
髄
で
あ
る
距
離
感
の
近
い
ぬ

く
も
り
の
感
じ
ら
れ
る
地
上
展
開
の
複
合
企
画
で
精

進
し
て
い
る
実
情
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
評
価
を
自

己
客
観
化
し
、
さ
ら
な
る
成
長
に
繋
げ
る
と
い
う
切

な
る
想
い
が
正
に
足
助
病
院
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

【
足
助
病
院
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
込
め
た
想
い
】

　

私
自
身
の
人
生
観
は
、〝
降
り
注
ぐ
想

い
で
人
々
の
心
を
波
立
て
た
い
〟
で
す
。

そ
の
た
め
に
、
医
療
福
祉
介
護
の
領
域
の

み
な
ら
ず
、
芸
術
な
ど
普
遍
的
な
テ
ー
マ

を
含
め
、
今
、
医
療
福
祉
介
護
の
ニ
ー
ズ

が
な
い
方
々
に
も
届
く
想
い
を
込
め
ま

す
。
そ
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
を
立
案

し
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
高

め
、
個
か
ら
組
織
へ
組
織
か
ら
個
へ
と
素

敵
な
循
環
を
さ
せ
る
、
そ
の
循
環
こ
そ
が

２
０
２
５
年
の
足
助
病
院
の
テ
ー
マ
〝
個

が
組
織
を
創
り
組
織
が
個
を
作
る
〟
に
込

め
た
想
い
で
も
あ
り
ま
す
。

【
足
助
病
院
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
基
軸
】

　

私
は
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
大
き
く
３

つ
の
軸
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

１
つ
目
の
軸
は
信
念
（conviction
）

で
す
。
こ
の
軸
は
、
地
域
に
必
要
と
さ
れ

る
身
の
丈
に
合
っ
た
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
適

2025～
赤ひげ大賞
BS特集

2004
足助病院赴任 2013

足助改築
新病院

個・組織の
風度醸成

2019
病院長就任

2020
人材磨き
人財育成

HP・SNS
コラム連載
YouTube
Instagram

各種取材
新聞
医系雑誌
Web記事

2021～
個から組織へ

2023～
普遍の世界へ

病院特集
各種雑誌
TV特集
映画ロケ地
映画監修

『クローズアップ現代』
『anan』巻頭特集 
映画 全国ロードショー
ドローン事業

足助病院
ブランディングプロジェクトの軌跡
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は
独
創
性
と
継
続
性
を
求
め
ま
す
。
加
え
て
、
日
々
、

院
内
外
の
多
職
種
連
携
・
異
業
種
連
携
を
行
い
、
自

己
客
観
化
に
努
め
、
要
素
を
見
直
し
て
い
ま
す
。
そ

し
て
紡
ぎ
出
さ
れ
た
私
共
の
プ
ロ
ダ
ク
ト
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
新
聞
雑
誌
、W

eb m
agazine

、

Ｔ
Ｖ
、
映
画
、
音
楽
な
ど
多
種
多
様
な
領
域
に
わ
た

り
ま
す
。

　

３
つ
目
の
軸
は
、
展
開
（deploym

ent

）
で
、

前
述
し
た
組
織
か
ら
個
へ
の
素
敵
な
循
環
を
堅
持
し
、

こ
の
風
光
明
媚
な
四
季
折
々
を
日
々
感
じ
ら
れ
る
地

で
医
業
を
営
ん
で
い
る
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
て
、
旬

を
大
切
に
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
空
中
・
地
上
展
開

し
、
さ
ら
に
は
、
普
遍
的
な
テ
ー
マ
に
展
開
し
幅
広

い
年
齢
層
に
届
く
企
画
を
展
開
し
ま
す
。

　

旬
と
ス
ピ
ー
ド
感
を
大
切
に
す
る
感
覚
は
、
気
象

と
防
災
を
こ
よ
な
く
大
切
に
す
る
私
な
ら
で
は
の
こ

だ
わ
り
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

【
広
報
の
取
り
組
み
内
容
の
実
際
】

　

当
院
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
特
徴
は
、
独
創
性
・

普
遍
性
・
継
続
性
で
す
。
職
員
・
地
域
住
民
と
共
想

し
共
創
し
共
奏
す
る
病
院
に
な
る
た
め
に
院
長
自
ら

が
先
導
し
、
病
院
Ｈ
Ｐ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
や
デ
ザ
イ

切
に
提
供
す
る
こ
と
、
共
に
働
く
仲
間
の
幸
福
度
を

向
上
さ
せ
る
こ
と
、
所
属
す
る
組
織
・
Ｊ
Ａ
愛
知
厚

生
連
の
知
名
度
を
向
上
さ
せ
、
経
営
に
貢
献
す
る
こ

と
で
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
３
つ
に
強
固
な
関
係
性

を
持
た
せ
、
常
に
三
位
一
体
の
状
態
に
し
て
い
ま
す
。

　

２
つ
目
の
軸
は
、
構
成
要
素
（elem

ent

）
で
す
。

特
に
書
き
出
す
言
葉
や
発
す
る
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
魂
を

込
め
、
言
霊
を
紡
い
で
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
要
素
に

ン
・
配
置
、
素
材
の
提
供
を
具
体
的
に
提
示
し
て

い
ま
す
。
病
院
コ
ラ
ム
の
継
続
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、Y

ou 
T

ube

、
広
報
誌
へ
の
定
期
的
な
投
稿
、
ま
た
、
Ｗ

ｅ
ｂ
取
材
記
事
な
ど
を
積
極
的
に
受
け
て
、
医
療
・

福
祉
・
介
護
領
域
か
ら
普
遍
的
な
領
域
（
気
象
・
防

災
・
地
域
創
生
・
音
活
・
温
活
な
ど
）
ま
で
を
発
信

し
て
い
ま
す
。私
自
身
の
パ
ラ
レ
ル
キ
ャ
リ
ア
ー（
気

象
予
報
士
・
防
災
士
）
に
関
し
て
は
前
面
に
出
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
メ
デ
ィ
ア
対
応
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

女
性
雑
誌『anan

』で〝
免
疫
力
を
Ｕ
Ｐ
す
る
温
活
〟

に
お
い
て
、
気
候
変
動
に
絡
め
て
の
温
活
特
集
に
２

０
２
３
／
２
０
２
４
と
２
年
連
続
で
参
画
し
た
こ
と

も
そ
の
産
物
で
す
。
ま
た
、
意
思
決
定
の
迅
速
化
や

広
報
担
当
者
へ
の
権
限
移
譲
、
職
員
個
人
や
部
署
へ

の
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
投
影
の
た
め
の
ア
ン
テ
ナ
を
高

く
張
る
努
力
を
怠
ら
ず
、
旬
を
逃
さ
ず
広
報
に
載
せ

る
こ
と
で
、
職
員
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
高
め
て
い

ま
す
。

【
病
院
広
告
ア
ワ
ー
ド
へ
の
挑
戦
の
意
義
】

　

ア
ワ
ー
ド
…
…
な
ん
と
も
カ
ッ
コ
イ
イ
響
き
の
言

葉
で
す
。
何
か
を
成
し
遂
げ
る
た
め
の
道
標
に
な
り
、

同
じ
志
に
向
か
い
切
磋
琢
磨
す
る
者
た
ち
の
目
標
に
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全
国
誌
で
の
特
集
等
を
精
力
的
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
はY

ouT
ube

ラ
イ
ブ
配
信
〝
足
助eye

〟

や
カ
ー
ド
型
カ
レ
ン
ダ
ー
（
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
情
報
満

載
）
で
、
空
中
・
地
上
展
開
を
活
性
化
さ
せ
て
い
ま

す
。
医
療
・
介
護
・
福
祉
の
領
域
に
留
ま
ら
な
い
普

遍
的
な
テ
ー
マ
（
気
象
・
防
災
・
地
域
創
生
・
音
活
・

温
活
等
）
で
の
活
動
が
特
徴
的
で
す
が
、
２
０
２
４

年
に
地
域
創
生
の
テ
ー
マ
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ（
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
現
代
）
に
登
場
し
た
当
院
の
早
川
富
博
名
誉
院
長

は
、
２
０
２
４
年
度
の
日
本
赤
ひ
げ
大
賞
に
選
出
さ

れ
、
足
助
病
院
の
名
が
全
国
に
知
れ
渡
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
師
弟
関
係
に
あ
る
年
代
の
違
う
名
誉
院

長
と
院
長
の
私
が
ツ
ー
ト
ッ
プ
と
な
り
、
休
む
こ
と

な
く
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

【
お
わ
り
に
】

　

至
上
命
題
〝
２
０
４
０
年
に
こ
の
地
で
こ
の
姿
で

病
院
運
営
を
継
続
す
る
こ
と
〟
を
実
現
す
る
た
め
、

素
敵
な
職
員
と
共
に
私
の
挑
戦
は
続
き
ま
す
。

※
こ
の
寄
稿
を
契
機
に
、
是
非
、
足
助
病
院
Ｈ
Ｐ
内

の
掲
載
コ
ラ
ム
〝
結
の
扉
〟
を
訪
れ
て
い
た
だ
き
、

我
々
の
〝
想
い
〟
に
触
れ
て
い
た
だ
く
こ
と
は
〝
至

極
の
想
い
〟
で
も
あ
り
ま
す
。

す
る
の
は
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
に
繋
が
る
の

で
、
と
て
も
い
い
も
の
で
す
。
病
院
職
員
を
挙
げ
て

取
り
組
ん
で
い
る
企
画
な
の
で
、
職
員
と
と
も
に
楽

し
み
な
が
ら
ア
ワ
ー
ド
に
取
り
組
み
、
プ
ラ
イ
ス
レ

ス
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て

ア
ワ
ー
ド
に
参
加
す
る
こ
と
、
お
よ
び
こ
の
瞬
間
が
、

ま
さ
に
足
助
病
院
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
大
切
な
シ
ー
ン
に
な
り
ま
し
た
。
結
果
は
、〝
２

０
２
５
年
病
院
広
告
ア
ワ
ー
ド
優
秀
賞
受
賞
〟
で
幕

を
閉
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ん
？　

そ
う
な
の

で
す
。
次
点
と
い
う
評
価
で
大
賞
は
逃
し
ま
し
た
。

　

プ
ロ
セ
ス
・
結
果
は
大
切
で
す
が
、
ど
の
よ
う
な

結
果
で
も
次
に
生
か
す
こ
と
が
最
も
大
切
で
す
。
病

院
組
織
運
営
を
考
え
ま
す
と
、
ア
ワ
ー
ド
に
職
員
と

と
も
に
取
り
組
む
こ
と
も
有
意
義
な
こ
と
で
す
。
今

回
の
収
穫
は
ま
ず
何
よ
り
も
、
い
く
つ
に
な
っ
て
も

挑
戦
し
続
け
る
こ
と
の
大
切
さ
と
、
充
実
感
、
今
回

は
良
い
意
味
で
の
〝
未
達
成
感
〟
を
身
に
も
っ
て
感

じ
ら
れ
た
こ
と
で
す
。
こ
の
〝
未
達
成
感
〟
こ
そ
が
、

次
へ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
な
が
る
と
信
じ
て
い

ま
す
。

【
今
ま
で
と
今
後
の
方
向
性
】

　

当
院
で
は
終
の
住
処
・
教
育
の
場
・
防
災
の
拠
点

の
提
供
を
３
本
柱
に
運
営
し
て
い
ま
す
。
多
く
の
地

域
住
民
・
職
員
に
「
想
う
医
療
の
真
髄
」
を
知
っ
て

い
た
だ
き
、「
降
り
注
ぐ
想
い
で
人
々
の
心
を
波
立

て
る
」
た
め
、
１
５
０
０
編
を
超
え
る
コ
ラ
ム
掲
載

を
筆
頭
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
、
各
種
メ
デ
ィ
ア

進
出
、
Ｔ
Ｖ
で
の
特
集
・
映
画
で
の
ロ
ケ
地
提
供
・

足助病院 運営の3本柱と赤ひげプロジェクトの展開

医の源流の赤ひげのいる病院として、
中山間地域の医療を親しみやすく発信

終の住処 教育の場 防災の
拠点
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